
0
観
艦
式
拝
観
十
月
二
十
三
日
に
施
行
せ
ら
れ
た
る
東
京
潤
の
観
艦
式
拝
観

の
た
め
、
本
校
に
て
は
拝
観
の
場
所
を
鶴
見
停
車
場
の
南
方
な
る
、
誹
奈
川
縣

橘
樹
郡
生
見
尾
村
二
見
棗
の
中
腹
に
卜
し
、
有
志
の
者
は
同
所
に
集
合
し
て
拝

観
せ
り
。
同
所
は
式
場
の
正
面
に
営
り
、
艦
船
離
合
の
状
況
等
明
瞭
に
知
る
を

得
た
り
、
式
場
の
光
景
等
は
営
時
の
新
聞
紙
上
等
に
あ
る
を
以
て
今
妓
に
之
を

贅
せ
ず
。

0
本
年
秋
季
の
修
學
旅
行
本
年
の
修
學
旅
行
は
群
馬
縣
下
榛
名
妙
義
地
方
と

決
定
せ
ら
れ
、
十
月
三
十
日
午
前
六
時
五
十
分
を
以
て
、
職
員
生
徒
一
同
上
野

騨
を
出
焚
し
、
午
前
十
時
四
十
分
前
橋
騨
に
着
し
ぬ
。
前
橋
よ
り
は
徒
歩
し
て

利
根
河
の
沿
岸
を
遡
り
、
澁
川
村
を
過
ぎ
伊
香
保
に
至
り
て
一
泊
す
、
翌
三
十

一
日
は
伊
香
保
を
稜
し
、
清
撲
の
ほ
と
り
、
錦
な
す
紅
葉
の
山
間
を
鰹
、
或
は

見
渡
す
か
ぎ
り
尾
花
の
う
ら
が
れ
し
山
路
を
た
ど
り
て
、
榛
名
湖
畔
に
出
で
、

榛
名
神
社
に
詣
で
A

賓
物
を
観
覧
し
、
榛
名
町
に
宿
れ
り
、
明
く
れ
ば
十
一
月

一
日
な
り
、
此
日
は
七
里
の
山
路
を
踏
ゆ
る
な
れ
ば
と
て
、
朝
七
時
前
よ
り
榛

名
町
を
出
焚
す
、
妙
義
町
に
至
る
の
間
は
唯
迂
餘
た
る
山
坂
の
み
に
て
、
さ
し

た
る
眺
め
あ
る
に
も
あ
ら
ず
、
面
白
か
ら
ぬ
道
な
り
き
、
妙
義
町
に
や
ど
り
し

翌
日
（
二
日
）
は
、
名
に
し
お
ふ
妙
義
の
山
巡
り
な
れ
ば
と
て
、
携
へ
し
荷
物

は
皆
宿
屋
に
託
し
置
き
て
各
身
軽
に
出
で
た
ち
、
朝
の
六
時
よ
り
登
り
初
め
、

金
洞
山
（
一
に
中
の
嶽
と
い
ふ
）
を
販
渉
し
、
或
は
妙
義
山
（
大
字
の
あ
る
山
）

を
攀
ぢ
、
妙
義
神
社
の
賓
物
を
観
覧
し
、
そ
れ
よ
り
松
井
田
の
停
車
場
に
出

で
、
渫
車
に
て
蹄
京
す
、
上
野
に
着
し
た
る
は
二
日
の
夜
九
時
頃
な
り
き
。
此

行
伊
香
保
の
入
口
な
る
美
仙
橋
の
滸
に
於
て
、
同
人
十
敷
名
に
て
兎
を
生
捕
り

た
る
が
如
ぎ
は
時
に
取
り
て
の
好
獲
物
に
し
て
、
旅
行
に
大
な
る
興
味
を
添
ヘ

た
り

行
幸
あ
ら
せ
ら
れ
し
に

〇
職
員
生
徒
の
奉
送
迎
十
一

月
十
四
日
伊
勢
へ

付
、
営
日
本
校
職
員
生
徒
一
同
は
、
櫻
田
門
外
遁
信
省
用
地
前
へ
集
合
し
て
奉

送
せ
り
。
同
十

九

日

御

還
奉
の
時
も
同
様
奉
迎
す
。

〇
凱
旋
門
装
飾
の
依
嘘
下
谷
謳
に
て
は
今
回
上
野
公
圏
入
口
に
、
半
永
久
建

設
の
凱
旋
門
を
作
る
こ
と
4

な
り
、
其
装
飾
の
圏
按
及
雛
形
製
作
を
本
校
へ
依

闊
せ
ら
れ
た
る
を
以
て
、
古
宇
田
〔
実
〕
教
授
主
と
し
て
之
に
営
り
設
計
中
な

り
し
が
、
此
程
考
案
も
決
定
し
た
る
を
以
て
、
不
日
建
設
の
運
び
に
至
る
べ

し
。
其
設
計
の
大
鉢
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
式
の
門
に
し
て
、
穂
高
さ
七
十
尺
、
間
ロ

八
間
奥
行
四
間
、
上
部
の
中
央
に
勝
利
神
を
置
き
、
其
左
右
に
模
様
風
の
獅
子

を
配
し、

ペ
デ
ィ
メ
ソ
ト
の
中
に
翼
を
廣
げ
た
る
金
鶏
を
据
え
、
内
部
天
井
に

壁
聾
を
圏
す
る
筈
に
し
て
、
夜
間
は
附
近
の
高
虞
よ
り
、
探
照
燈
を
以
て
之
を

照
ら
す
の
計
聾
な
り
と
い
ふ
。

関

連

事

項

①

工
芸
化
学
教
室
整
備
と
大
築
千
里
起
用

本
校
で
は
従
来
工
芸
各
科
の
生
徒
に
、
「
応
用
化
学
」
の
授
業
を
課
し
、
上

原
六
四
郎
が
指
導
に
あ
た
っ
て
い
た
が
、
明
治
三
十
八
年
七
月
、
上
原
は
嘱
を

解
か
れ
、
同
年
十
月
に
大
築
千
里
が
教
授
と
し
て
起
用
さ
れ
る
や
、
急
拠
研

究
、
教
育
体
制
の
整
備
が
す
す
め
ら
れ
た
。
後
出
「
東
京
美
術
学
校
近
事
」

(335
頁
）
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
従
来
鋳
金
科
の
一
部
に
あ
っ
た
化
学
室
を

廃
し
、
工
芸
科
塑
造
教
室
（
護
国
院
寄
り
の
一
棟
）
を
増
改
築
し
て
工
芸
化
学
教

室
と
し
、
教
育
に
必
要
な
設
備
を
整
え
た
の
で
あ
っ
た
。

大
築
千
里
は
明
治
六
年
東
京
小
石
川
に
生
れ
、
同
三
十
年
東
京
帝
国
大
学
工

科
大
学
応
用
化
学
科
を
卒
業
。
陸
軍
技
師
（
東
京
砲
兵
工
廠
製
造
所
所
員
、
目
黒
火
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大
学
部
出
版
部
）
。

木
が
芸
術
の
科
学
的
研
究
お
よ
び
写
真
研
究
の
方
面
に
力
を
注
い
で
い
た
こ
と

の
証
し
と
い
え
よ
う
。
正
木
は
大
築
の
掃
国
を
待
ち
つ
4

、
そ
の
間
の
明
治
三

そ
し
て
、
こ
れ
は
本
校
校
長
に
就
任
し
て
間
も
な
い
頃
の
正

薬
製
造
所
付
）
を
へ
て
同
―
―
―
十
二
年
京
都
帝
国
大
学
理
工
科
大
学
助
教
授
と
な

り
、
同
三
十
四
年
十
月
ド
イ
ツ
ヘ
留
学
し
、
同
三
十
八
年
十
月
帰
国
し
て
本
校

教
授
と
な
っ
た
。
同
四
十
三
年
―
―
―月
に
京
都
帝
国
大
学
理
工
科
大
学
教
授
と
し

て
転
任
し
て
い
る
。

大
築
は
本
校
在
職
中
、
本
務
の
傍
ら
特
に
写
真
の
科
学
的
研
究
に
つ
と
め
、

そ
の
た
め
の
設
備
も
整
え
た
。
そ
し
て
、
明
治
三
十
九
年
に
は
校
友
会
に
大
築

の
指
導
に
よ
る
写
真
部
が
で
き
て
盛
ん
に
写
真
展
を
開
く
よ
う
に
な
り
、
ま

た
、
校
友
会
月
報
や
作
品
集
そ
の
他
校
内
の
出
版
物
の
写
真
に
お
い
て
工
芸
化

学
教
室
や
写
真
部
の
活
躍
が
始
ま
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
土
台
と
な
っ
て
、

本
校
に
於
け
る
大
築
の
写
真
研
究
は
正
木
直
彦
校
長
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

。フ
に
よ

る
も
の
で
あ
っ
た
。
大
築
の
履
歴
書
（
本
学
蔵
）
に
は
「
同
三
十
五
年
八
月

一
日

美
術
工
藝
二
関
ス
ル
應
用
化
學
研
究
ノ
為
満
ニ
ヶ
年
間
燭
國
へ
留
學
ヲ
命
ス
」

と
記
さ
れ
て
お
り
、
主
目
的
は
工
芸
化
学
の
研
究
で
あ
っ
た
が
、
留
学
に
際
し
て

正
木
は
特
に
写
真
術
の
学
理
的
研
究
を
依
頼
し
た
。
こ
の
こ
と
は
大
正
四
年
ニ

月
十
三
日
付

『
時
事
新
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
臨
時
写
真
科
設
置
に
関
す
る
談
話

の
中
で
正
木
自
ら
述
べ
て
い
る
。

か
く
て
大
築
は
ベ
ル
リ
ン
の
T
ec
h
n
i
s
c
h
e

H
c
c
h
-
S
c
h
u
l
e

の

M
i
e
t
h
e
教
授
の
写
真
化
学
教
室
で
研
究
を
と
げ
、
帰
国

早
々
本
校
教
授
と
な
る
が
、
こ
の
こ
と
も
留
学
中
か
ら
約
束
さ
れ
て
い
た
様
子

で
あ
る
（
鎌
田
弥
寿
治
著
『
日
本
写
真
教
育
史
』

昭
和
五
十
年
。
東
京
写
真
大
学
短
期

大
正
四
年
に
本
校
に
臨
時
写
真
科
が
誕
生
す
る
の
で
あ
る
。

黒
田
清
輝
、
久
米
桂

一
郎
、
岡
田
三
郎
助
、
和
田
英
作
ら
は
い
ず
れ
も
ラ
フ

ァ
エ
ル

・
コ
ラ
ン
に
師
事
し
、
藤
島
も
黒
田
か
ら
コ
ラ
ン
を
尋
ね
る
よ
う
す
す

め
ら
れ
た
が
、
彼
は
敢
て
別
の
師
を
選
ん
だ
。
左
記
は
藤
島
の
回
想
記
の
留
学

同
四
十
三
年
一
月
廿
六
日
蹄
朝

同
〔
明
治
〕
三
十
九
年

佛
闊
々
立
美
術
學
校
入
學

モ
ン

f.

C
o
n
n
o
n
氏
二
就
キ
油
箱
ヲ
學
プ

同

四

十

一

年

月

日

伊

太

利

へ
轄
學
在
羅
馬
カ
ロ
リ
ュ
ス
、

ン

C
a
rolus
D
u
ra
n

氏
二
就
キ
油
箱
ヲ
學
ブ

②
 

月

日

ヂ
ュ
ラ

数
授
コ
ル

十
五
年
か
ら
同
三
十
八
年
ま
で
本
校
年
報
に
於
い
て
化
学
教
室
新
設
要
求
を
続

け
、
準
備
を
す
す
め
た
の
で
あ
っ
た
。

藤
島
武
二
の
留
学

明
治
三
十
八
年
九
月
二
十
日
、
助
教
授
藤
島
武

二
は
満
四
ヶ
年
間
フ
ラ
ン

ス
、
イ
タ
リ
ー
両
国
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
、
同
年
十
一
月
十
八
日
に
出
発
し
た
。

西
洋
画
科
で
は
最
初
に
岡
田
一
一
一
郎
助
が
、
次
い
で
和
田
英
作
、
浅
井
忠
が
国
費

留
学
生
に
選
ば
れ
、
浅
井
は
帰
国
後
京
都
高
等
工
芸
学
校
教
授
と
な
り
、

岡

田
、
和
田
は
本
校
教
授
に
就
任
し
た
。
藤
島
も
当
然
留
学
生
に
選
出
さ
れ
る

べ
き
立
場
に
あ
っ
た
が
、
浅
井
の
あ
と
、
本
校
か
ら
は
下
村
観
山
、
桜
岡
三
四

郎
、
白
井
雨
山、

白
浜
徴
ら
他
科
の
教
官
ら
が
国
費
留
学
生
に
選
ば
れ
、
藤
島

に
順
番
が
回
っ
て
来
た
の
は
岡
田
の
留
学
よ
り
八
年
も
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

藤
島
の
履
歴
書
（
本
学
蔵
）
に
は
留
学
中
の
修
業
に
関
し
て
左
の
記
述
が
あ

る。
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